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(54)【発明の名称】 内視鏡用ドレナージチューブ

(57)【要約】
【課題】狭窄部位等に対して適切な深さ差し込まれたか
どうかを容易に確認することができ、適切な状態に留置
して排液を確実に行うことができる内視鏡用ドレナージ
チューブを提供すること。
【解決手段】チューブ状部材の先端側部分に体液流入口
２，４が形成され、後端側部分に体液流出口３，５が形
成された内視鏡用ドレナージチューブにおいて、体壁表
面からのチューブ状部材の挿入深さの適正範囲を表示す
るための指標６，７をチューブ状部材の外周面に設け
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】チューブ状部材の先端側部分に体液流入口
が形成され、後端側部分に体液流出口が形成された内視
鏡用ドレナージチューブにおいて、
体壁表面からの上記チューブ状部材の挿入深さの適正範
囲を表示するための指標を上記チューブ状部材の外周面
に設けたことを特徴とする内視鏡用ドレナージチュー
ブ。
【請求項２】上記チューブ状部材が弾力性のある材料に
よって形成されていて、上記チューブ状部材の少なくと
も一方の端部側が自然状態においてカールしている請求
項１記載の内視鏡用ドレナージチューブ。
【請求項３】体壁表面からの上記チューブ状部材の挿入
深さが適正範囲の最大限に近づいたことを表示するため
の限界予知指標を設けたことを特徴とする内視鏡用ドレ
ナージチューブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、胆道から十二指
腸への管路が狭窄を起こした場合等に、排液のために経
内視鏡的に狭窄部位に差し込んで留置される内視鏡用ド
レナージチューブに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用ドレナージチューブは一般に、
全体として弾力性を有するチューブ状部材により形成さ
れていて、その先端側部分に体液流入口が形成され、後
端側部分に体液流出口が形成されている。
【０００３】そして、狭窄部位に差し込まれる際には、
内視鏡の処置具挿通チャンネルに通されたガイドワイヤ
をガイドとして、長い可撓性チューブからなるプッシャ
ー（押し出しチューブ）によって狭窄部位に押し込まれ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のようにしてドレ
ナージチューブが狭窄部位に押し込まれる際には、内視
鏡の観察画面には、途中まで狭窄部位に挿入されたドレ
ナージチューブの未挿入部分が後方から観察される。
【０００５】しかし、ドレナージチューブを軸線方向か
ら見たのでは、どの程度まで狭窄部位に挿入されたかを
目視するのは難しく、ドレナージチューブの挿入深さが
浅すぎたり深すぎたりして体液の排出がうまく行われな
い場合があった。このようなことは、狭窄部位への挿入
時に限らず、体壁にドレナージチューブを突き通して留
置する場合等でも同様であった。
【０００６】そこで本発明は、狭窄部位等に対して適切
な深さ差し込まれたかどうかを容易に確認することがで
き、適切な状態に留置して排液を確実に行うことができ
る内視鏡用ドレナージチューブを提供することを目的と
する。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用ドレナージチューブは、チューブ
状部材の先端側部分に体液流入口が形成され、後端側部
分に体液流出口が形成された内視鏡用ドレナージチュー
ブにおいて、体壁表面からのチューブ状部材の挿入深さ
の適正範囲を表示するための指標をチューブ状部材の外
周面に設けたものである。
【０００８】なお、チューブ状部材が弾力性のある材料
によって形成されていて、チューブ状部材の少なくとも
一方の端部側が自然状態においてカールしていてもよ
い。また、体壁表面からのチューブ状部材の挿入深さが
適正範囲の最大限に近づいたことを表示するための限界
予知指標を設けてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡用ド
レナージチューブ１が留置具（１１，１２）に装着され
た状態を示している。
【００１０】ドレナージチューブ１は、例えばシリコン
ゴムチューブ等のように弾力性を有する材料からなるチ
ューブ状部材によって形成されており、自然状態におい
ては、二点鎖線で示されるように先端側部分が半円以上
の円弧状にカールする形状に形成されている。
【００１１】ドレナージチューブ１の先端側部分には体
液流入口２，４（先端開口２及び側面開口４）が形成さ
れ、後端側部分には体液流出口３，５（先端開口３及び
側面開口５）が形成されている。
【００１２】１１は、図示されていない内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通されるガイドワイヤである。ガイ
ドワイヤ１１は、例えばステンレス鋼撚り線によって形
成されており、その全長は処置具挿通チャンネルの全長
の二倍以上ある。
【００１３】ドレナージチューブ１は、軸線方向に進退
自在にガイドワイヤ１１の先端部分に被嵌されている。
そして、ドレナージチューブ１の後端面に先端面が当接
するプッシャー１２（押し出しチューブ）が、ドレナー
ジチューブ１に軸線方向に進退自在にガイドワイヤ１１
に被嵌されている。
【００１４】プッシャー１２は、例えば四フッ化エチレ
ン樹脂等のような滑りのよい硬めの可撓性チューブによ
って形成されており、その全長は内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルの全長より長い。
【００１５】ドレナージチューブ１の外周面には、ドレ
ナージチューブ１が体壁表面からその奥に挿入されたと
きに挿入深さの適正範囲を表示するための最小挿入位置
表示指標６と最大挿入位置表示指標７とが、例えばリン
グ状に印されている。最小挿入位置表示指標６と最大挿
入位置表示指標７は、例えば青色と赤色のようにあい異
なる色に着色されている。
【００１６】最小挿入位置表示指標６は、体壁外に見え
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ている状態では挿入深さが不足していることを示し、最
大挿入位置表示指標７は、体壁内に潜り込んだら挿入し
過ぎであることを示すものである。
【００１７】ただし、ドレナージチューブ１には少なく
とも最大挿入位置表示指標７が設けられていればよく、
また最小挿入位置表示指標６と最大挿入位置表示指標７
との間を他の部分と相違する一色に着色してもよい。
【００１８】最大挿入位置表示指標７より先端寄りの位
置であって最大挿入位置表示指標７の近傍には、挿入深
さが適正範囲の最大限に近づいたことを表示するための
限界予知指標８が、例えばリング状に印されている。限
界予知指標８は例えば黄色に着色されている。
【００１９】図２は、プッシャー１２が手元側から押さ
れて、ドレナージチューブ１がガイドワイヤ１１の先端
から押し出された状態を示しており、ドレナージチュー
ブ１の先端側部分が自己の弾力性によってカールした自
然状態に戻る。
【００２０】このように構成されたドレナージチューブ
１を、経内視鏡的に胆道の出口部分に留置する際には、
まず、図１に示される装置を内視鏡の処置具挿通チャン
ネルに挿通し、ガイドワイヤ１１を十二指腸側から胆道
内に送り込む。
【００２１】そして、ガイドワイヤ１１をガイドとして
プッシャー１２でドレナージチューブ１を胆道内に押し
込む。その際に、ドレナージチューブ１に付された指標
６，７，８が内視鏡によって観察されるので、最小挿入
位置表示指標６が十二指腸壁内に潜り込み最大挿入位置
表示指標７が潜り込まない程度まで、ドレナージチュー
ブ１を胆道内に押し込む。
【００２２】そして、ガイドワイヤ１１を手元側へ引き
戻せば、図３に示されるように、ドレナージチューブ１
がガイドワイヤ１１等から離れて、胆道１０２内に適切
な長さ挿入された状態に留置され、ドレナージチューブ
１の先端側部分が胆道１０２内でカールすることによ
り、抜け止めとして機能する。５０は十二指腸１０１内
に挿入された内視鏡の先端部分であり、５１は処置具挿
通チャンネルである。
【００２３】図４は本発明の第２の実施例のドレナージ
チューブ１が留置具（２１，１２）に装着された状態を
示しており、例えば胃壁を突き通して先端を膵臓に差し
込んだ状態で留置する目的等に用いられる。
【００２４】この場合には、ガイドワイヤ１１に代え *
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*て、先端が尖った可撓性の針軸２１が用いられている。
また、胃内に残るドレナージチューブ１の後端側部分
が、先端側と同様に自然状態において半円程度の円弧状
にカールする形状に形成されている。その他の構成は第
１の実施例と同様である。
【００２５】図５は、本発明の第３の実施例のドレナー
ジチューブ１を示しており、ドレナージチューブ１が、
自然状態において真っ直ぐな可撓性チューブによって形
成されている。この場合には、留置状態からの抜け止め
として、刺状突起９が両端近傍に突設されている。その
他の構成は第１又は第２の実施例と同様である。
【００２６】このように、本発明は各種の形状の内視鏡
用ドレナージチューブに適用することができる。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、体壁表面からのチュー
ブ状部材の挿入深さの適正範囲を表示するための指標を
チューブ状部材の外周面に設けたことにより、ドレナー
ジチューブが狭窄部位等に対して適切な深さ差し込まれ
たかどうかを内視鏡の観察画面で容易に確認することが
でき、ドレナージチューブを適切な状態に留置して排液
を確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用ドレナージチ
ューブが留置具に装着された状態の全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用ドレナージチ
ューブが留置具から押し出された状態の側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用ドレナージチ
ューブが留置された直後の状態の略示図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡用ドレナージチ
ューブが留置具に装着された状態の全体構成図である。
【図５】本発明の第３の実施例の内視鏡用ドレナージチ
ューブの側面図である。
【符号の説明】
１  ドレナージチューブ
２，４  体液流入口
３，５  体液流出口
６  最小挿入位置表示指標
７  最大挿入位置表示指標
８  限界予知指標
１１  ガイドワイヤ
１２  プッシャー
２１  針軸

【図５】
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